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１．有機農業者等のグループ化の趣旨

〇 グループ化の主な効果
・ 農業者間の交流の促進に資する場の創出

・ 栽培技術や販売先等に関する情報交換の促進

・ 生産物のとりまとめ等による販路の拡大

〇 現状
・ 個々の有機農業者がそれぞれ少量多品目で生産を行っているケースが多い
・ 各種情報を交換する場がない
・ 有機ではないが、化学肥料・化学農薬の低減に取り組む農業者も複数存在

１



２．これまでの事務局提案

（１）令和5年度第1回推進部会（令和5年5月31日）
〇 有機JAS認証の取得や化学肥料・化学農薬の不使用などを条件に会員を募集し、推進部会
の中に「有機農業者ネットワーク」を設立する案について検討。

〇 大まかな方向性は了承されたが、加入要件の再整理が必要との結論に至った。
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２．これまでの事務局提案

（２）令和5年度第2回推進部会（令和5年9月28日）
〇 化学肥料・化学農薬を使用しない有機農業者を対象に、会員証の発行や生産物に対する
三ツ星の表示などを行う案について検討。

〇 生産者に対する認証と農産物に対する認証の２つがあり分かりにくいという意見や、
もう少し多くの農業者が参加できる仕組みをづくりを求める声があった。
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２．これまでの事務局提案

（３）令和5年度第3回推進部会（令和6年3月22日）
〇 有機農業者だけでなく、化学肥料・化学農薬の低減に取り組む生産者も広く含めた形で
グループ化を進めるとともに、国の「環境保全型農業直接支払交付金」の受け皿と
なり得る形を検討。

〇 大まかな方向性について合意され、詳細は次回の推進部会で検討することとなった。
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３．今回の提案事項

〇 より幅広い農業者に有機農業への関心を高めてもらうとともに、
まずは農業者同士の交流の場を設置することを目的とし、会員の条件を
以下のとおり変更。
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【変更前】 【変更後】

正会員：国の「環境保全型農業直接支払交付金」
に申請する農業者

賛助会員：国の「環境保全型農業直接支払交付金」
には申請しないが市の取組の趣旨に賛同
する農業者、事業者、消費者

正会員：有機農業者又はちばエコ認証取得者

賛助会員：市の取組の趣旨に賛同する農業者、
事業者、消費者



佐倉市環境保全型農業を進める会（仮称）の概要

【体制】

■構成員：正会員（有機農業者又はちばエコ認証取得者）
賛助会員（市の取組の趣旨に賛同する農業者・事業者・消費者）

■代表者：会長を正会員の中から互選
■事務局：佐倉市農政課
■位置づけ：佐倉市オーガニックビレッジ推進部会の内部組織
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【活動内容】
■総会（年１回）
■メーリングリスト等による各種情報の共有（随時）

【提出書類】
■正会員：入会申込書、営農状況確認書、販売状況等確認書
■賛助会員：入会申込書

※詳細は、別添設置規程のとおり。


